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歳出総額
7,852,581
（単位：千円）

歳出総額
7,852,581
（単位：千円）

歳入総額
8,141,672
（単位：千円）

令和５年度一般会計決算の概要

＜歳入決算（入ったお金）の内訳＞

＜歳出決算（使ったお金）の内訳＞

議会費
82,641（1.1％）
商工費
345,515（4.4％）
災害復旧費
82,807（1.1％）

自主財源
41.4％

依存財源
58.6％

地方交付税　2,211,141 (27.2％)

“目的別内訳（何のためにお金を使ったかの内訳です）”

“性質別内訳（どんなことにお金を使ったかの内訳です）”

県支出金　566,909 (7.0％)

町債 255,015 (3.1％)

町民の皆さんが国に納めた税金の一部などです。

町税　2,055,889 (25.3％)
町民の皆さんから上富田町に納めていただいた税金です。

銀行などからの借金です。

町が行う特定の事業に対して、
県が負担・補助したお金です。

国庫支出金　1,208,420(14.8％)
町が行う特定の事業に対して、
国が負担・補助したお金です。

使用料および手数料　116,325 （1.4％）
町の施設を利用したときや、
証明書を発行したときにいただくものです。

総務費　1,554,300 (19.8％)
庁舎管理、町税の賦課徴収、
戸籍の管理、選挙などにかかる経費です。

人件費　1,130,630 (14.4％)
職員の給与や、議員の報酬などにかかる経費です。

繰出金　663,898 (8.5％)
他の会計に支払う経費です。

普通建設事業費　521,428 (6.6％)
道路や建物などの工事にかかる経費です。

物件費　　1,437,108 (18.3％)
消耗品や印刷代、光熱水費などの経費です。

補助費等　1,562,541 (19.9％)
特別定額給付金のほか、
団体への助成金や負担金などの経費です。

扶助費　1,018,439 (13.0％)
子どもや高齢者、障がい者などを
支援するための経費です。

公債費　654,096 (8.3％)　　　　　　　　　　
借金の返済金です。

公債費　654,096 （8.3％)
借金の返済金です。

教育費　577,676 (7.4％)
学校教育や社会教育などに
かかる経費です。

消防費　206,660 (2.6％)
消防や防災対策などにかかる経費です。

土木費　564,804 (7.2％)
道路、公園、河川などの整備や、
維持管理にかかる経費です。 民生費　2,644,489 (33.7％)

児童や高齢者、障がい者など
社会保障にかかる経費です。

衛生費　833,101 (10.6％)
予防接種や検診などの医療、
ごみやし尿の収集処理にかかる経費です。

農林水産業費　306,492 (3.9％)
農業の振興・山林の管理などにかかる経費です。

繰越金　103,325（1.3％）
　前年度の決算で余ったお金です。

分担金および負担金
財産収入　             
寄付金　                
繰入金　                
諸収入　                

自主財源とは・・・町が自主的に集めるお金
依存財源とは・・・国・県などから入ってくるお金

※ 単位：千円　（　）は構成比

地方譲与税　                 
利子割交付金　             
配当割交付金　             
株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金　       
地方消費税交付金　       
ゴルフ場利用税交付金　 
環境性能割交付金　       
地方特例交付金　          
交通安全対策特別交付金
自動車取得税交付金　　　

74,203（0.9％）
 788（0.0％）

 15,785（0.2％）
15,844（0.2％）
21,093（0.3％）
357,154（4.4％）
11,990（0.1％）
7,980（0.1％）
25,985（0.3％）
936（0.0％）
737（0.0％）

50,530（0.6％）
23,074（0.3％）
478,605（5.9％）
368,812 (4.5％)
171,132 (2.1％)

財政事情の公表 ～上富田町のお金の使い道～財政事情の公表 ～上富田町のお金の使い道～

維持補修費
18,166（0.2％）
災害復旧費
82,807（1.1％）
積立金
763,468（9.7％）
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第
76
回
人
権
週
間
（
12
月
４

日
～
10
日
）
に
あ
わ
せ
、
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

時 

12
月
５
日
㊍

　
　
　
13
時
～
15
時

場 

・
上
富
田
福
祉
セ
ン
タ
ー

　 

・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
市
ノ
瀬
出
張
所
）

○
作
品
名

『
あ
ま
ろ
っ
く
』

時 

12
月
５
日
㊍
　
19
時
～

場 

上
富
田
文
化
会
館

費 

入
場
料
　
無
料

問 

総
務
課
　
財
政
・
管
財
班

　
☎
４
７
‐
０
５
５
０

事業名 事業費（単位：千円）

防災行政無線改修事業　　　 70,664

市ノ瀬若もの広場トイレ改修事業　　　　 21,384

大芝揚水機改修事業　　 38,702

保健センター改修事業　 23,155

特
設
人
権
相
談
所
開
設

人
権
学
習
映
画
会

　
上
富
田
町
で
は
、
町
民
の
皆

さ
ま
に
町
財
政
の
状
況
と
町
の

主
要
な
施
策
に
つ
い
て
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
２
回
、

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の

財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま

す
。

　
特
別
会
計
を
含
む
詳
細
な
資

料
（
財
政
公
表
）
に
つ
き
ま
し

て
は
、
役
場
本
庁
お
よ
び
各
出

張
所
の
掲
示
板
に
告
示
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
告

示
場
所
は
上
富
田
町
役
場
、
生

馬
・
岩
田
・
市
ノ
瀬
の
各
出
張

所
の
掲
示
板
で
す
。）

　
本
町
で
は
令
和
３
年
３
月
に

第
５
次
上
富
田
町
総
合
計
画

を
策
定
し
、「『
明
る
く
豊
か
で

元
気
な
ひ
と
づ
く
り
、
ま
ち
づ

く
り
』
～
知
恵
と
創
造
の
力
を

合
わ
せ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

～
」
を
基
本
理
念
と
し
、
町
民

の
皆
さ
ま
が
健
や
か
に
、
心
豊

か
に
安
心
し
て
暮
ら
し
、
そ
し

て
、
未
来
を
託
す
子
ど
も
た
ち

が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
歩
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ

の
公
表
を
通
じ
て
町
の
財
政
事

情
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
町
政

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問 

総
務
課
　
財
政
・
管
財
班

☎
４
７
‐
０
５
５
０
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総務費 民生費 教育費

＜主な増減理由＞

前年度との比較（目的別）※単位：百万円

令和５年度の主な投資的事業の状況

総務費

民生費

教育費

…防災行政無線の改修事業等に
よる増加。

…住民税非課税世帯や均等割の
み課税世帯への特別給付金事
業等による増加。

…朝来小学校水泳プール建替工
事完了等による減少。

上
富
田
町
の
財
政
事
情

人
権
に
関
す
る

　
　
　
　
お
知
ら
せ
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対
象
者
認
定
の
区
分 

　
申
告
の
対
象
と
な
る
年
の
12

月
31
日
（
基
準
日
）
で
の
状
態

で
判
断
さ
れ
る
た
め
、
基
準
日

に
有
効
で
あ
る
介
護
認
定
結
果

の
認
定
調
査
票
と
主
治
医
意
見

書
の
「
障
害
高
齢
者
の
日
常
生

活
自
立
度
（
寝
た
き
り
度
）」

と
「
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生

活
自
立
度
（
認
知
度
）」
を
基

に
判
定
を
行
い
ま
す
。

申
請
方
法

　
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
障

害
者
控
除
認
定
申
請
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
印
鑑
・
介
護
保
険
証

を
ご
持
参
の
う
え
、
長
寿
課
介

護
保
険
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
認
定
書
発
行
に
か
か

る
申
請
は
毎
年
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交

付
は
受
け
て
い
な
い
が
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

に
対
し
て
、
所
得
税
・
町
県
民
税
の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
た
め
の
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
申
請
に
よ
り
交
付
し
て
い
ま
す
。

問 

長
寿
課
　
介
護
保
険
係

　
　
　
　
　
　（
⑩
番
窓
口
）

☎
３
３
‐
７
３
４
０

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付 -

ご
案
内-

「障害の程度」と「寝たきり度」・「認知度」の対応表

控除の種類 障害の程度 「寝たきり度」・「認知度」の段階

障害者控除

知的障害者（軽度）に準ずる者 認知度Ⅱ
知的障害者（中度）に準ずる者 認知度Ⅲ
身体障害者（3級〜6級）に準ずる者 寝たきり度Ａ1・Ａ2

特別障害者控除
知的障害者（重度）に準ずる者 認知度Ⅳ・Ｍ

身体障害者（1級・2級）に準ずる者 寝たきり度Ｂ1・Ｂ2・Ｃ1・Ｃ2

町
税
の
納
付
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
が
お
す
す
め
！

　
口
座
振
替
の
メ
リ
ッ
ト
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

①
納
付
の
手
間
が
か
か
ら
な
い

　
納
付
の
た
め
に
金
融
機
関

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

ま
で
出
向
く
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。

②
継
続
的
に
納
税
が
行
え
る
　

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ

　
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
納

付
の
場
合
、
そ
の
都
度
納
付

手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
口
座
振
替
の
場
合
、

一
度
登
録
し
た
ら
継
続
的
に

お
支
払
い
が
で
き
ま
す
。

③
納
付
忘
れ
の
心
配
が
な
い
　

　
口
座
の
登
録
が
完
了
し
た

ら
、
納
期
限
に
合
わ
せ
て
自

動
的
に
引
き
落
と
し
を
行
う

た
め
、
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま

せ
ん
。

◆
対
応
金
融
機
関
（
五
十
音
順
）

　
　
紀
南
農
業
協
同
組
合
、
き

の
く
に
信
用
金
庫
、
紀
陽
銀

行
、
近
畿
労
働
金
庫
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行

◆
対
象
税
目

　
　
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保

険
税

◆
手
続
き
の
方
法

　
①
預
貯
金
通
帳
、
②
金
融
機

関
の
お
届
け
印
鑑
を
ご
持
参

の
う
え
、
各
金
融
機
関
窓
口

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
で
の
納
付
は
町
の

経
費
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　
　
納
付
の
際
に
発
生
す
る
取

扱
手
数
料
は
、
町
が
負
担
し

て
い
ま
す
が
、
納
付
方
法
に

よ
っ
て
取
扱
手
数
料
の
額
が

大
き
く
異
な
り
ま
す
。
そ
の

中
で
も
口
座
振
替
の
納
付
が

最
も
安
価
で
、
町
の
事
務
経

費
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問 

税
務
課
　
収
納
班（⑥

番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
１

納付方法別取扱手数料（町の負担分）一覧

コンビニ ７８円＋税／枚

金融機関（共通納税）
３３円＋税／枚

お支払いサイト（共通納税）

スマホ決済（共通納税） ５０円＋税／枚

口座振替 １０円＋税／枚
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粗
大
ご
み
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
粗
大
ご
み
を
左
記
表
の
日

程
で
受
付
し
ま
す
。
搬
入
さ
れ

る
方
は
、
ご
み
収
集
日
程
に
記

載
さ
れ
て
い
る
注
意
事
項
等
を

ご
確
認
の
う
え
、
お
持
ち
込
み

く
だ
さ
い
。

不
燃
ご
み
◆
12
月
30
日
㊊

８
時
30
分
～
12
時
30
分
ま
で

上
富
田
町
粗
大
ご
み

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

上
富
田
町
岩
田
１
９
６
７
番
地

☎
４
７
‐
６
４
０
８

◆
10
㎏
　
百
円

※
処
理
困
難
物
は
、
重
量
に
か

か
る
料
金
に
処
理
手
数
料
が

１
個
に
つ
き
別
途
追
加
さ
れ

ま
す
。

※
持
ち
込
み
で
き
る
も
の
、
で

き
な
い
も
の
等
そ
の
他
詳
細

に
つ
い
て
は
、
ご
み
収
集
日

程
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
始
の
通
常
業
務
は
、

１
月
６
日
㊊
か
ら
と
な
り
ま

す
。

〇
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
分
別
の
う
え

お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

〇
釣
銭
が
不
足
し
ま
す
の
で
お

釣
り
の
い
ら
な
い
よ
う
ご
準
備

お
願
い
し
ま
す
。

〇
他
の
車
両
や
作
業
者
に
は
十

分
に
注
意
し
、
安
全
な
運
転
・

作
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
ご
み
を
持
ち
込
ま
れ
る
際
は
、

排
出
場
所
か
ら
当
施
設
ま
で
の

移
動
中
ご
み
が
飛
散
や
落
下
し

な
い
よ
う
に
安
全
に
配
慮
し
、

事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〇
当
施
設
の
処
理
能
力
の
限
界

を
上
回
っ
た
と
判
断
し
た
と
き

搬
入
調
整
を
行
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問 

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班

（
②
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
２

 
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　 

使
用
促
進
　-

お
知
ら
せ-

　
11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
に

か
け
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使

用
促
進
の
ご
案
内
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
お
薬
代
の
軽
減
に
つ

な
が
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
医
療
保
険
財
政
の
改
善
を
図

る
た
め
に
も
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
普
及
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
ご
案
内
は
、
現
在
処
方

を
受
け
て
い
る
お
薬
を
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る

と
、
お
薬
代
が
ど
れ
く
ら
い
軽

減
で
き
る
の
か
を
お
伝
え
す
る

も
の
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
切
り
替
え
を
強
制
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
切
り

替
え
の
参
考
と
し
て
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

対 

１
ヶ
月
に
14
日
分
以
上
の
お

薬
を
処
方
さ
れ
て
い
て
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え

た
場
合
、
１
ヶ
月
の
自
己
負
担

額
が
２
０
０
円
以
上
軽
減
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
方
。

▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　
先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特

許
が
終
了
し
た
あ
と
に
発
売
さ

れ
る
、
先
発
医
薬
品
と
同
等
の

品
質
・
有
効
性
・
安
全
性
を
持

つ
と
国
か
ら
認
め
ら
れ
た
医
薬

品
で
す
。
開
発
費
が
抑
え
ら

れ
る
た
め
、
先
発
医
薬
品
よ
り

低
価
格
で
提
供
さ
れ
経
済
的
で

す
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の

切
り
替
え
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
ま

た
は
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
医
師
か
ら
の
変
更
制

限
が
な
け
れ
ば
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
が

可
能
で
す
。

問 

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

　
左
記
施
設
の
管
理
お
よ
び
運

営
を
委
託
す
る
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
実
施
要
領
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
選
定
方
法

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
る

〇
説
明
会
・
現
地
見
学
会
へ
の

参
加
申
込
　
募
集
期
間

12
月
２
日
㊊
～
12
月
23
日
㊊
ま

で〇
施
設
名
称

上
富
田
町
立
木
材
加
工
共
同
作

業
場

〇
所
在
地

上
富
田
町
岩
崎
字
蓮
ヶ
池
２
４

５
番
地
の
１
５

〇
施
設
概
要

建
物
　
延
べ
床
面
積 

３
９
３.

４
０
㎡

土
地
　
宅
地 

９
０
０.

１
５
㎡

問 

総
務
課
　
財
政
・
管
財
班

　
　
☎
３
３
‐
７
０
９
２

お
願
い

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

ご
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

上
富
田
町
共
同
作
業
場

管
理
お
よ
び
運
営
委
託

事
業
者 -

募
集-

年
末 

粗
大
ご
み 

直
接
搬
入 

受
け
入
れ

火 水 木 金 土 日 月

12月24日 12月25日 12月26日 12月27日 12月28日 12月29日 12月30日

休み 休み 通常通り 通常通り 通常通り 休み
不燃ごみ
臨時受入日

12月31日 1月1日 1月2日 1月3日 1月4日 1月5日 1月6日

受
付
場
所

料
　
　
金

受
付
日
時

通常通り休み
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　冬は気温が低く空気が乾燥する時期であり、体調も崩しやすい季節です。そんな季節の健康管理の方法

やヒートショックについてご紹介します。健康管理を意識して元気に冬を乗り越えましょう。

　体温が低下すると、免疫細胞や酵素の働きが弱まり、免疫力や代謝が低下します。免疫力が低下すると、

風邪やインフルエンザなどの感染症や喘息などのアレルギー疾患にかかる危険性が高まります。また、代

謝が低下すると肥満や糖尿病、脂質異常症などの生活習慣病の危険性が高まります。

　しかし、身体を温めると全身の血行が良くなり、免疫細胞や代謝機能も良好に保たれ、心と身体がリラッ

クスします。冷えから身体を守る「ぽかぽか習慣」を始めてみましょう。

①食事…寒い季節には、身体を内側から温めてくれる食事を積極的にとりたいものです。身体を温める効

果のある野菜の多くは、土の中で育つ根菜類で、冬に旬を迎えるものばかりです。

　　★身体を温める食材→生姜、唐辛子、人参、大根、玉ネギ、カボチャ、ゴボウ、蓮根、肉、卵など

②入浴…熱いお湯の方が温まる気がしますが、おすすめの温度は「ぬるめ」です。熱いお湯だと短時間し

か入れず、芯まで温まらないためです。38 ～ 40℃くらいのお湯に 10 分以上じっくり浸かってしっかり

と身体を温めましょう。

③運動…新陳代謝や血流を促進させる為には、運動習慣を身につけて筋肉量を高めることが必要です。家

事や仕事のスキマ時間、就寝前や起床時にスクワット、軽いストレッチ、ウォーキングなどを取り入れ

ていきましょう。

　脱水とは、体に必要な水分やミネラルが不足した状態で、命に関わる危険な状態になることもあります。

気温が高く、汗をかく夏に起こりやすい印象がありますが、冬にも注意が必要です。なぜなら、空気が乾

燥していることに加えて、気温が低く喉が渇きづらいので水分摂取量が少なくなりやすいためです。また、

年齢と共に喉の渇きを自覚しにくくなり、水を飲む機会が更に減ってしまいがちです。食事の

時に加えて、起床時、外出や入浴前後、就寝前など、ひと行動ごとにお水を飲んで水分摂取の

機会を増やすと良いでしょう。

●乳がん検診を受診できる病院が増えました

●冷えを避けて体を温めよう

●冬にも起こる　かくれ脱水！

元気に冬を乗り越えよう！

　この度、新たに「南和歌山医療センター」で乳がん検診を受診できるようになり
ました。この機会に乳がん検診を受診してみませんか？

●対象者：１）40 歳以上で今年度昭和奇数年度生まれの方
　　　　　２）昭和偶数年度生まれの方で前年に助成を受けて
　　　　　　　いない方
●自己負担金：1,300 円
　　　　　　　50 歳節目の方は無料
●期限：令和 7 年 3 月 31 日
●申込方法：直接医療機関にお申し込みください

●受診可能な医療機関

医療機関名 住所 電話番号

上富田クリニック 朝来 1407-1 47-1100

紀南病院　　 田辺市新庄町 46-70 22-5000

玉置病院 田辺市上屋敷 2-5-1 22-6028

南和歌山医療センター 田辺市たきない町 27-1 26-7050

白浜はまゆう病院 白浜町 1447 43-7877
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口
と

し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
そ

の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電
話
や

窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も
訪
問
し

ま
す
。
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業

は
、
認
知
症
な
ど
で
外
出
時
に

自
宅
に
帰
れ
な
く
な
る
可
能
性

の
あ
る
方
が
、
万
が
一
、
行
方

が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
場
合
に

関
係
協
力
機
関
の
協
力
の
も
と

早
期
に
発
見
で
き
る
よ
う
体
制

を
整
備
す
る
事
業
で
す
。

　
ご
家
族
等
よ
り
事
前
に
情
報

（
住
所
・
氏
名
・
行
き
つ
け
の

場
所
・
移
動
手
段
・
緊
急
連
絡

先
・
顔
写
真
な
ど
）
を
町
に
登

録
い
た
だ
く
こ
と
で
、
万
が
一
、

行
方
が
分
か
ら
な
く
と
な
っ
た

場
合
に
も
、
登
録
情
報
を
も
と

に
協
力
機
関
と
連
携
し
、
迅
速

に
捜
索
協
力
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
登
録
時
に
は
見
守
り

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
シ
ー
ル
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
シ
ー
ル
を
衣
服
や

靴
な
ど
に
張
り
付
け
て
使
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
発

見
者
が
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯
電

話
で
読
み
取
る
こ
と
で
、
町
や

警
察
の
連
絡
先
が
表
示
さ
れ
、

保
護
や
家
族
へ
の
連
絡
が
ス
ム

ー
ズ
に
行
な
え
ま
す
。

★
見
守
り
シ
ー
ル
を
身
に
つ
け

た
方
が
お
困
り
の
場
合
に
は
、

携
帯
電
話
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
、
表
示
さ
れ
る
連
絡
先

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

時 

12
月
13
日
㊎

　
　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

※
会
場
隣
で
介
護
者
教
室
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

問 

長
寿
課
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー(

⑨
番
窓
口)

☎
３
３
‐
７
３
４
０

【見守り QR コードシール見本】

登録番号

　寒い日に暖かい部屋からお風呂やトイレに行くと、寒くてブルブル震えた経験はないですか？それが

ヒートショックのシグナルです。「ヒートショック」とは、急激な温度差で血圧が大きく変動することによっ

て失神や心筋梗塞、脳梗塞などを引き起こし、身体へ悪影響を及ぼすことです。

とくに、浴室内での発生は、溺水に繋がる可能性があるため注意が必要です。

　近年の冬は比較的暖かい日が多いですが、気温が下がる日などにはついお子さんに厚着をさせていませ

んか？子どもは新陳代謝が激しく運動量も多いので体温が大人よりも高めです。厚着だとすぐに汗をかい

てしまい、それが冷えて風邪をひく原因になってしまうこともあります。

　ある程度の薄着は、暑さや寒さなどの気温の変化を肌で敏感に感じ取ることができ、体温機能調節が育っ

たり、皮膚の抵抗力が高まり風邪をひきにくい丈夫な身体を作ることに繋がったりします。

　個人差があるため、「寒がりかも…」という場合は無理をさせずに枚数や服装を調節してあげましょ

う。厚着をするときは、着脱しやすい着方がおすすめです。分厚い上着を一枚着込むよりも、薄手の

洋服を重ね着する方が臨機応変に衣服の調節がしやすくなります。手袋や帽子はもちろん、マフラー

やレッグウォーマーなど、首や足首など「首」のつく部位を温めるアイテムを使うと温かさを感じや

すく、暑くなった時に脱ぎやすくなります。脱いだ後は無くしやすいのでご注意を！

★衣類は大人より１枚少なめが基本
室内→半袖の肌着＋トレーナー、

　　　半袖肌着＋長袖 T シャツ。

外出時→カーディガンやベストやコートを。

●ヒートショックに注意

～ヒートショックを防ぐポイント～

～薄着について～子育て　にこにこ広場

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

高
齢
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業

・食後や飲酒後の

入浴は控える

・入浴前後に３００

ｍｌ程度水分を摂

取する

・心臓から離れた

足先からかけ湯を

する

・暖かい部屋と脱

衣 所 の 温 度 差 を

５℃以内

にする

・湯船の温度は

４１℃以下にする
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特
　
選
【 
一 
般 

】  

【 

一 

般 

】  (
松
本 
武
千
代 

先
生
　
選)

栗
の
飯
子
ら
育
ち
ゆ
く
古
山
家

上
富
田
町
　
森 

京
子
　
　
　

そ
こ
の
風
来
て
コ
ス
モ
ス
の
花
ゆ
る
る

有
田
川
町
　
虹
　 
舟
　
　
　

【 

一 

般 

】  (

城
戸 

杉
生 

先
生
　
選)

秋
つ
ば
め
次
男
も
家
を
出
る
と
言
ふ

大
分
市
　
　
小
野 

道
山
　
　

何
か
意
図
有
り
気
に
奏
で
鉦
叩

田
辺
市
　
　
浜
岡 

美
哉
子
　

入
　
選
【 

一 

般 

】 

 

【 

一 

般 

】  (

松
本 

武
千
代 

先
生
　
選)

露
草
の
刈
ら
れ
て
混
じ
る
秣
籠

大
分
市
　
　
小
野 

道
山
　
　

雪
渓
を
溶
か
し
旅
信
の
切
手
貼
る

大
分
市
　
　
小
野 

道
山
　
　

迎
へ
火
を
高
々
焚
い
て
夫
む
か
へ

上
富
田
町
　
出
羽 

鶴
枝
　
　

秋
立
つ
や
窓
に
真
白
き
ぬ
い
ぐ
る
み

上
富
田
町
　
宮
内 

信
子
　
　

蝗
の
子
草
の
か
け
ら
の
跳
ぶ
ご
と
く

上
富
田
町
　
山
本 

陽
子
　
　

田
畑
子
に
譲
る
案
山
子
の
衣
裳
と
も

有
田
川
町
　
虹
　 

舟
　
　
　

両
手
足
忘
れ
て
猫
の
日
向
ぼ
こ

有
田
川
町
　
虹
　 

舟
　
　
　

駅
か
ら
は
ゆ
っ
く
り
歩
く
帰
省
か
な

田
辺
市
　
　
山
中 

晴
美
　
　

母
の
郷
訪
ふ
も
わ
た
し
の
銷
夏
か
な

田
辺
市
　
　
浜
岡 

美
哉
子
　

妣
の
部
屋
在
り
し
日
の
ま
ま
虫
時
雨

　
　
田
辺
市
　
　
山
根 

八
栄
子

 

　
　
　(

城
戸 

杉
生 

先
生
　
選)

朝
の
陽
を
跳
ね
返
し
居
り
大
賀
蓮

上
富
田
町
　
岡
本 

美
恵
子

亡
き
犬
の
供
養
手
厚
し
白
木
蓮

田
辺
市
　
　
細
川 

節
子
　

鳥
帰
る
別
れ
を
惜
し
む
素
振
り
な
く

田
辺
市
　
　
杉
原 

莊
司
　

囀
や
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー
と

上
富
田
町
　
し
ち
べ
え 

　

友
見
舞
ふ
苅
田
の
道
の
風
連
れ
て

上
富
田
町
　
本
西 

満
穂
子

観
音
の
肩
よ
り
覗
く
百
日
紅

上
富
田
町
　
山
本 

陽
子
　

園
児
等
の
声
の
転
げ
て
ゐ
る
花
野

白
浜
町
　
　
山
本 

容
子
　

卒
塔
婆
の
墨
の
か
す
れ
や
花
は
葉
に

上
富
田
町
　
安
室 

瑳
枝
　

駅
か
ら
は
ゆ
っ
く
り
歩
く
帰
省
か
な

田
辺
市
　
　
山
中 

晴
美
　

螳
螂
の
鎌
を
下
ろ
し
て
す
た
す
た
と

白
浜
町
　
　
湊
　 

容
子
　

佳
　
作
【 

一 

般 

】

【 

一 

般 

】 

　(

松
本 

武
千
代 

先
生
　
選)

眠
り
よ
り
醒
め
て
語
る
や
大
賀
蓮

上
富
田
町
　
岡
本 

美
恵
子

炎
昼
の
寺
の
鯱
鉾
そ
り
返
り

上
富
田
町
　
田
浦 

陽
子
　

下
萌
ゆ
る
日
毎
畦
道
太
り
け
り

白
浜
町
　
　
堤
　 

光
代
　

黙
々
と
匙
運
ぶ
母
土
用
入
り

す
さ
み
町
　
竹
辺 

千
歳
　

翡
翠
の
そ
の
一
瞬
の
雅
か
な

田
辺
市
　
　
細
川 

節
子
　

こ
の
宮
の
綴
れ
織
り
せ
し
落
し
文

田
辺
市
　
　
中
山 

み
さ
こ

数
分
で
乱
れ
る
衣
裳
祭
稚
児

田
辺
市
　
　
米
澤
　 

百
　

雉
の
声
里
の
静
寂
を
突
き
抜
け
り

白
浜
町
　
　
石
垣 

実
男
　

掛
け
し
罠
鼻
で
あ
し
ら
ひ
猪
通
る

　
田
辺
市
　
　
那
須 

眞
千
代

遠
花
火
千
里
四
方
の
星
屑
に

白
浜
町
　
　
杉
原
　 

恵
　

庭
先
に
毎
年
の
顔
日
々
草

上
富
田
町
　
壇
都 

実
花
　

芋
の
露
水
玉
と
い
ふ
水
準
器

田
辺
市
　
　
尾
﨑 

　
均
　

縄
跳
び
を
競
ふ
親
子
や
夏
休
み

田
辺
市
　
　
月
野 

ひ
と
み

立
夏
光
巨
岩
の
座
る
祭
祀
跡

上
富
田
町
　
山
﨑 

祥
代
　

罅
割
れ
し
田
の
撥
ね
返
す
夕
立
か
な

上
富
田
町
　
山
本 

陽
子
　

園
児
等
の
声
の
転
げ
て
ゐ
る
花
野

白
浜
町
　
　
山
本 

容
子
　

古
里
に
帰
る
家
あ
り
鳥
雲
に

上
富
田
町
　
安
室 

瑳
枝
　

校
長
の
付
き
添
ふ
下
校
入
学
児

田
辺
市
　
　
樫
本 

正
巳
　

門
火
焚
く
父
母
の
行
年
疾
う
に
越
え

田
辺
市
　
　
藤
原 

加
代
子

石
仏
の
欠
け
ゆ
く
御
身
草
の
花

田
辺
市
　
　
堀 

　
あ
や
子

　
　
　
　
　
　 (

城
戸 

杉
生 

先
生
　
選)

炎
昼
の
寺
の
鯱
鉾
そ
り
返
り

上
富
田
町
　
田
浦 

陽
子
　

手
術
日
や
く
ち
な
し
の
花
螺
旋
解
く

白
浜
町
　
　
堤
　 

光
代
　

筋
雲
の
掃
く
青
空
や
今
朝
の
秋

上
富
田
町
　
射
塲 

典
子
　

迎
へ
火
を
高
々
焚
い
て
夫
む
か
へ

上
富
田
町
　
出
羽 

鶴
枝
　

晩
鐘
の
音
に
合
掌
す
古
代
蓮

田
辺
市
　
　
前
田 

紀
代
子

こ
の
宮
の
綴
れ
織
り
せ
し
落
し
文

田
辺
市
　
　
中
山 

み
さ
こ

鎌
の
刃
に
十
薬
の
香
の
移
り
け
り

白
浜
町
　
　
石
垣 

実
男
　

離
陸
機
の
爆
音
残
る
梅
雨
の
雲

白
浜
町
　
　
石
垣 

実
男
　

虫
時
雨
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
め
き
し
夜
よ

上
富
田
町
　
宮
内 

信
子
　

台
風
の
余
波
一
島
を
低
く
せ
り

田
辺
市
　
　
尾
﨑 

　
均
　

句
の
一
つ
作
れ
ぬ
ま
ま
の
秋
暑
し

上
富
田
町
　
片
倉 

美
智
子

口
笛
の
叔
父
の
横
顔
盆
の
月

上
富
田
町
　
山
﨑 

祥
代
　

罅
割
れ
し
田
の
撥
ね
返
す
夕
立
か
な

上
富
田
町
　
山
本 

陽
子
　

ま
だ
少
し
残
る
気
位
久
女
の
忌

田
辺
市
　
　
杉
原 

莊
司
　

金
木
犀
母
手
料
理
の
祝
膳

上
富
田
町
　
安
室 

瑳
枝
　

新
顔
の
守
宮
に
残
す
厨
の
灯

田
辺
市
　
　
樫
本 

正
巳
　

踏
む
嵩
の
音
に
敏
き
や
四
十
雀

す
さ
み
町
　
片
倉 

充
子
　

着
ぐ
る
み
の
口
か
ら
覗
く
初
日
か
な

紀
の
川
市
　
中
島 

走
吟
　

風
鈴
の
音
色
変
わ
り
し
今
朝
の
風

上
富
田
町
　
鳴
瀬 

よ
し
子

農
小
屋
の
屋
根
に
陳
取
り
大
南
瓜

田
辺
市
　
　
山
根 

八
栄
子

第
46
回

上
富
田
町
俳
句
大
会
入
賞
作
品
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図書館からのお知らせ

上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

　都合により１２月１３日㊎は開館します。
また、１２月１８日㊌は臨時休館となり、に
こにこおはなし会も中止となります。

＜臨時休館について＞

絵本の読み聞かせや、手遊び、紙芝居

などをします。

みんなで図書館に来てくださいね。

＜ふゆのおはなし会＞

　年末年始は、１２月２８日㊏～１月３日㊎
が休館日です。
　年内は１２月２７日㊎が最終日です。

　なお１２月１４日㊏からは貸出期間が長く
なるので、一人何冊でも借りることができ

ます。

＜年末年始の休館日＞

時 １２月２１日㊏　１３時３０分～１４時００分
場 上富田町立図書館　視聴覚室

時

場 令和７年は、１月４日㊏から開館します。

（
投
稿
歓
迎
）

曼
殊
沙
華
燃
え
る
小
径
や
広
報
配
る
　
　
　

夜
明
待
つ
病
室
の
窓
や
も
り
鳴
く
　
　
　
　

晩お
そ
あ
き秋

と
い
ふ
足
音
は
ぼ
ん
や
り
と

時
機
待
た
ん
尾
花
に
潜
む
斬
ら
れ
役
　
　
　

団
栗
を
落
と
す
昨
夜
の
小
夜
嵐
　
　
　
　
　

た
つ
ぷ
り
と
ふ
る
さ
と
の
日
や
冬
木
の
芽
　

お
疲
れ
様
マ
ウ
ス
の
汚
れ
拭
く
師
走
　
　
　

柿
熟
る
る
三
つ
の
王
子
や
口
熊
野
　
　
　
　

木
村
　
圀
夫

安
室
　
瑳
枝

し
ち
べ
ぇ

田
中
　
利
典

長
尾
　
則
夫

初
山
　
紀
子

松
井
　
孝
恵

森
　
京
子

時 

令
和
７
年
１
月
11
日
㊏

13
時
30
分
～
16
時
30
分

場 

【
田
辺
会
場
】

県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｂ
ｉ

ｇ
Ｕ
２
階
　
実
技
教
科
研
修
室

田
辺
市
新
庄
町
３
３
５
３
‐
９

対 
・
教
員
免
許
保
有
者
で
、
教

員
と
し
て
勤
務
し
た
経
験
の
な

い
方

・
過
去
に
教
員
と
し
て
勤
務
し

た
経
験
が
あ
り
、
講
師
等
の
任

用
を
希
望
す
る
方

内 

学
校
現
場
の
様
子
や
給
与
、

福
利
厚
生
、
講
師
登
録
の
方
法

等
に
つ
い
て
個
別
相
談
に
応
じ

る
。

申 

事
前
に
電
子
申
請
シ
ス
テ

ム
に
て
申
し
込
み
を
受
け
付
け

る
。
当
日
参
加
も
可
能
と
す
る
。

問 

小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

【
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
】

　
　  

紀
南
教
育
事
務
所

　
　
　
　（
日
高
地
方
以
南
）　

☎
２
６
‐
３
１
０
０

お
さ
ん
ぽ
し
て
い
て

思
っ
た
さ

秋
の
七
草
が
あ
り
ま
し
た

そ
っ
か
ら
上
見
る
と

き
れ
い
な
紅
葉
も

あ
り
ま
し
て

風
景
さ
ら
っ
と

変
わ
っ
た
ん
だ

仕
事
終
え
暗
い
玄
関
電
気
つ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
レ
ビ
相
手
に
無
言
の
食
事

村
芝
居
初
舞
台
ひ
と
目
見
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
に
あ
せ
に
ぎ
る

稗
田
　
満
代

小
幡
　
博
子

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

秋
の
七
草
や
風
景

小
山
　
彩
葉

ペ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
相
談
会

‐
お
知
ら
せ
‐
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ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子

男
子
団
体 

１
回
戦

上
富
田 

１
‐
２ 

田
辺

男
子
個
人

清
水
・
平
岩
ペ
ア 

３
位
★

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
女
子

女
子
団
体 

１
回
戦

上
富
田 

１
‐
２ 

明
洋

女
子
個
人

岡
田
・
樫
本
ペ
ア 

３
位
★

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
　
優
勝
★

上
富
田
・
富
田 

10
‐
３ 

高
雄

剣
道
部

男
子
個
人 

露
口 

舜
人
５
位
★

女
子
個
人 

須
本 

光
咲
５
位
★

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

２
回
戦 

上
富
田
・
日
置 

０
‐

２ 

大
塔
・
衣
笠

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

男
子 

予
選
リ
ー
グ 

３
位

上
富
田 

40
‐

110 

東
陽

準
決
勝

上
富
田 

42
‐
75 

明
洋

女
子
予
選
リ
ー
グ 

３
位

上
富
田 

78
‐
45 

田
辺
・
東
陽

準
決
勝

上
富
田 

45
‐
78 

明
洋

卓
球
部

男
子
団
体 

２
回
戦

上
富
田 

０
‐
３ 

高
雄

女
子
団
体 

２
回
戦

上
富
田 

２
‐
３ 

龍
神

男
子
個
人 

４
回
戦
ま
で
に
敗
退

女
子
個
人

小
中 

夢
歩 

５
位

小
山 

結
愛 

７
位

サ
ッ
カ
ー
部 

３
位

１
回
戦

上
富
田
・
周
参
見 

２
‐
０ 

高

雄準
決
勝

上
富
田
・
周
参
見 

０
‐
０ 

衣

笠
・
東
陽 
（
Ｐ
Ｋ 

３
‐
４
）

陸
上
部

２
年
男
子 

１
０
０
ｍ

冬
木 

蓮
太 

13
秒
17（
５
位
）

走
幅
跳

蒲
田 

宗
志 

４
ｍ
72（
２
位
）★

山
本 

晴
万 

４
ｍ
05（
６
位
）★

共
通
男
子 

１
１
０
ｍ
Ｈ

冬
木 

蓮
太 

19
秒
18（
１
位
）★

走
高
跳

合
川 

英
汰 

１
ｍ
55（
１
位
）★

砲
丸
投

光
田
陽
七
汰 

８
ｍ
56（
２
位
）★

４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ

上
富
田
中 (

山
田 

琉
輝
・
冬
木 

蓮
太
・
山
本 

晴
万
・
合
川 

英
汰
）

　
　
　
　
　
53
秒
27
（
４
位
）

２
年
女
子 

２
０
０
ｍ

竹
花 

紗
也
香 

36
秒
05
（
７
位
）

陸
上
部

共
通
男
子

走
高
跳

合
川 

英
汰 

１
ｍ
60（
２
位
）

１
１
０
ｍ
Ｈ

冬
木 

蓮
太 

19
秒
34(

６
位
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
　
優
勝

２
回
戦

上
富
田
・
富
田 

17
‐
３ 

岩
出
第

二
・
打
田

準
決
勝

上
富
田
・
富
田 

13
‐
６ 

吉
備

決
　
勝

上
富
田
・
富
田 

10
‐
５ 

紀
之
川

剣
道
部

男
子
個
人 

１
回
戦

露
口 

舜
人 

０
‐
２ 

光
洋

女
子
個
人 

１
回
戦

須
本 

光
咲 

０
‐
２ 

Ａ
Ｓ
Ｌ
Ｅ

Ａ
Ｄ
有
田

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子

男
子
個
人 
１
回
戦

清
水
・
平
岩
ペ
ア 

０
‐
４ 

近
大

和
歌
山

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
女
子

女
子
個
人 

１
回
戦

岡
田
・
樫
本
ペ
ア 

４
‐
０ 
古

佐
田
丘

女
子
個
人 

２
回
戦

岡
田
・
樫
本
ペ
ア 

２
‐
４ 

和

歌
山
信
愛
　
　

　
文
化
協
会
美
術
工
芸
部
「
森

下
押
し
花
サ
ロ
ン
」
の
作
品
を

期
日 

12
月
27
日
㊎

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
ま

で場 

上
富
田
文
化
会
館
　
１
階
ロ

ビ
ー

問 

教
育
委
員
会
事
務
局

　
☎
４
７
‐
５
９
３
０

時 

12
月
８
日
㊐

　
　
　
　
10
時
～
15
時

場 

上
富
田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
体
育
館

　
コ
ロ
ナ
化
で
途
絶
え
て
し
ま

っ
た
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
を

深
め
る
と
共
に
生
徒
た
ち
は
、

カ
ミ
チ
ュ
ウ
フ
ェ
ス
の
運
営
を

通
じ
て
主
体
的
に
取
り
組
み
、

自
分
の
力
を
試
し
な
が
ら
新
た

な
可
能
性
を
発
見
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
す
。

催
し
物 

・
飲
食
店
等
33
店
舗

　
　
　
・
ラ
イ
ブ
も
有
り

主
催 

カ
ミ
チ
ュ
ウ
フ
ェ
ス

実
行
委
員
会

協
賛 

上
富
田
町
青
少
年
育
成

町
民
会
議

郡
新
人
総
合
体
育
大
会
の
結
果（

★
は
県
大
会
出
場
）

県
新
人
総
合
体
育
大
会

の
結
果

押
し
花
展 

（
ロ
ビ
ー
展
）

第
２
回 

カ
ミ
チ
ュ
ウ 

フ
ェ
ス

２
０
２
４
　
開
催

ロ
ビ
ー
展
示

し
て
い
ま
す
。

　
５
人
の
作

風
の
違
い
な

ど
を
ぜ
ひ
お

楽
し
み
く
だ

さ
い
。

公益財団法人ライフスポーツ財団

令和６年度

　子ども活動支援補助金 交付受領

　町で取り組みを進めている子どもの

体力向上事業と、保育所の遊具の新

設に対し、ライフスポーツ財団から

１００万円の補助金をいただきました。

　この事業では、運動による子どもの

健全育成を図り、幼少期にスポーツに

対する興味をもつことや、スポーツを

はじめるきっかけづくりを目的とし、

町内の保育所での運動巡回指導を行っ

ております。今回いただいた補助金を

活用し、更に充実した事業を展開して

いきます。
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朝
来
公
民
館

時 

令
和
７
年
２
月
８
日
㊏

・
９
日
㊐

場 

朝
来
公
民
館
（
朝
来
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

生
馬
公
民
館

時 

令
和
７
年
２
月
８
日
㊏

・
９
日
㊐

場 

生
馬
公
民
館

岩
田
公
民
館

時 

令
和
７
年
２
月
15
日
㊏

・
16
日
㊐

場 

岩
田
公
民
館

市
ノ
瀬
公
民
館

時 

令
和
７
年
２
月
16
日
㊐

場 

市
ノ
瀬
公
民
館

対 

各
地
区
に
在
住
の
方
お
よ
び

各
公
民
館
サ
ー
ク
ル
等

申 

各
公
民
館
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

問 

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
４
７
‐
５
９
３
０

朝
来
公
民
館
（
㊊
・
㊋
・
㊌
・
㊎
・
㊏
）

☎
４
７
‐
０
５
４
５

生
馬
公
民
館
　（
㊊
・
㊌
・
㊎
）

☎
４
７
‐
２
８
８
１

岩
田
公
民
館
　（
㊊
～
㊎
）

☎
４
７
‐
２
０
２
０

市
ノ
瀬
公
民
館
（
㊊
～
㊎
）

☎
４
８
‐
０
３
６
６

時 

令
和
７
年
１
月
11
日
㊏

９
時
～
11
時
30
分

場 

岩
田
公
民
館
　
調
理
室

講
師 

谷
本
　
裕
美
　
氏

費 

８
０
０
円
（
当
日
集
金
）

持 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス

ク
　
※
持
ち
帰
り
に
必
要
な
容
器
は

　
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
。

定 

16
名
（
先
着
順
）

申 

岩
田
・
岡
在
住
の
方

12
月
６
日
㊎
～
12
月
27
日
㊎

町
内
の
方

12
月
13
日
㊎
～
12
月
27
日
㊎

　
い
ず
れ
も
平
日
、
８
時
30
分

～
16
時
15
分

※
電
話
に
て
岩
田
公
民
館
へ
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

岩
田
公
民
館

☎
４
７
‐
２
０
２
０

公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

二
十
歳
を
祝
う
式
典
の
お
知
ら
せ

時 

12
月
８
日
㊐

８
時
～
10
時
　
小
雨
決
行

※
実
施
で
き
な
い
場
合
は
、

　
12
月
15
日
㊐
に
延
期
し
ま
す
。

※
延
期
の
場
合
は
７
時
30
分

　
に
放
送
し
ま
す
。

問 

市
ノ
瀬
公
民
館

（
㊊
・
㊌
・
㊎
）

☎
４
８
‐
０
３
６
６

公
民
館
　
作
品
展

　
　
　
　
作
品
募
集

ク
ッ
キ
ン
グ
―
―
教
室

「
絶
品
キ
ム
チ
を
作
ろ
う
」

朝来公民館作品展
田辺工業高校生徒作品（昨年度）

市
ノ
瀬
・
下
鮎
川
環
境
づ
く

り
グ
ル
ー
プ 

主
催

  

ク
リ
ー
ン
運
動

　
案
内
状
は
、
住
民
基
本
台
帳
お
よ
び
中
学
校
卒
業
名
簿
に
よ
り

対
象
者
に
11
月
上
旬
に
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
氏
名
・
住
所
に
変
更
や
誤
り
、
ま
た
通
知
漏
れ
等
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対 

平
成
16
年
４
月
２
日
～
平
成
17
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ

た
方
　（
令
和
元
年
度
中
学
校
卒
業
生
）

時 
令
和
７
年
１
月
３
日
㊎

・
受
付
　
10
時
か
ら

・
式
典
　
10
時
30
分
か
ら

場 

上
富
田
文
化
会
館
　
文
化
ホ
ー
ル

問 

教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
☎
４
７
‐
５
９
３
０

第
27
回
紀
州
口
熊
野
マ
ラ
ソ
ン

物
産
等
出
店
募
集

　
第
27
回
紀
州
口
熊
野
マ
ラ
ソ

ン
が
、
令
和
７
年
２
月
２
日
㊐
、

上
富
田
文
化
会
館
を
中
心
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
の
物
産
店
等
の
出
店
を

ご
希
望
の
方
は
、
提
出
期
限
ま

で
に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
出
店
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ

る
た
め
、
応
募
者
多
数
の
場
合

は
、

①
町
内
の
団
体
お
よ
び
福
祉
事

業
所
。

②
協
賛
企
業
の
順
に
選
考
し
、

残
り
を
抽
選
と
し
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
書
類
　

　
申
込
書
　
１
部

◆
出
店
料

　
１
０
，
０
０
０
円

◆
出
店
ブ
ー
ス

　
１
団
体
　
１
区
画

◆
参
加
者
準
備
物

　
机
・
椅
子
　
等

◆
提
出
期
限

　
12
月
13
日
㊎
　
必
着

17
時
15
分
ま
で

問 

振
興
課

　
　
企
画
・
商
工
観
光
班
　
　

　
　
　
　
　（
⑧
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０
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ス
マ
ホ
体
験
教
室

岩
田
公
民
館

　
７
月
24
日
か
ら
９
月
25
日
ま

で
８
回
に
わ
た
り
、
講
師
と
し

て
西
原
玉
久
氏
を
迎
え
て
ス
マ

ホ
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。
ス
マ
ホ
の
基
本
的
な
操
作

か
ら
便
利
な
使
い
方
な
ど
、
参

加
者
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
使

い
方
を
学
ぶ
こ
と
が
目
的
で

す
。

　
初
回
は
参
加
者
が
21
名
で
ス

マ
ホ
の
基
本
的
な
使
い
方
な
ど

を
講
習
し
て
ス
マ
ホ
習
熟
度
に

応
じ
初
級
中
級
と
ク
ラ
ス
分
け

を
行
い
ま
し
た
。
教
室
へ
の
参

加
者
は
、
ス
マ
ホ
は
持
っ
て
い

る
が
活
用
さ
れ
て
い
な
い
方
々

が
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
開
催
日
が
毎
週
水
曜
日
の
午

前
中
と
な
っ
て
い
た
の
で
高
齢

者
の
参
加
が
多
数
で
し
た
。
講

習
で
は
、
各
自
の
ス
マ
ホ
機
種

が
ま
ち
ま
ち
で
、
ま
た
教
え
て

ほ
し
い
こ
と
も
違
っ
て
い
た
の

で
、
教
え
る
の
は
大
変
そ
う
で

し
た
が
、
親
切
丁
寧
に
教
え
て

く
だ
さ
り
、
ま
た
参
加
者
も
熱

心
に
ス
マ
ホ
の
使
い
方
を
教
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

　
ス
マ
ホ
体
験
教
室
の
途
中

で
、
自
分
の
ス
マ
ホ
の
使
い
方

や
知
り
た
い
事
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
方
は
卒
業
さ
れ
、
９

月
25
日
の
最
終
日
に
は
参
加
者

は
半
数
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
ス
マ
ホ
に
つ
い
て

知
り
た
い
参
加
者
の
方
々
の
要

望
で
、
ス
マ
ホ
学
習
を
続
け
て

い
ま
す
。

フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
教
室

朝
来
公
民
館

　
10
月
20
日
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
体

験
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。
講

師
は
、
み
な
べ
町
で
長
年
フ
ラ

の
指
導
を
さ
れ
て
い
る
籠
畑
ひ

と
み
先
生
で
す
。

　
最
初
に
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
に
つ

い
て
簡
単
な
説
明
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。「
フ
ラ
」
と
い

う
言
葉
は
、
日
本
語
で
「
踊
る
」

と
い
う
意
味
で
、「
フ
ラ
ダ
ン

ス
」
と
言
っ
て
し
ま
う
と
「
踊

る
踊
る
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と

に
な
る
と
い
う
お
話
を
伺
い
、

目
か
ら
ウ
ロ
コ
で
し
た
。

　
さ
て
、
準
備
運
動
の
後
、
い

よ
い
よ
実
技
講
習
で
す
。
始
め

に
、
カ
ホ
ロ
と
い
う
、
２
歩
ず

つ
横
に
移
動
す
る
ス
テ
ッ
プ
の

練
習
を
し
ま
し
た
。
膝
を
少
し

曲
げ
た
ま
ま
で
動
く
の
で
、
け

っ
こ
う
き
つ
く
て
、
だ
ん
だ
ん

足
が
こ
わ
ば
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
、
腰
の
動
き
が
加
わ
る

と
、
ま
っ
た
く
思
っ
た
よ
う
に

は
動
け
ま
せ
ん
。

　
次
い
で
、
手
の
動
き
を
教
わ

り
ま
し
た
。
手
の
動
き
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
「
網
を
引
く
」「
魚
」

「
食
べ
る
」
な
ど
の
意
味
を
表

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

み
ん
な
で
楽
し
く
地
引
網
を
引

い
て
い
る
様
子
を
歌
っ
た
「
フ

キ
ラ
ウ
ソ
ン
グ
」
の
手
の
振
り

を
、
意
味
と
合
わ
せ
て
教
わ
り

ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、「
フ
キ
ラ
ウ
ソ

ン
グ
」
の
半
分
ま
で
の
振
り
を

何
と
か
覚
え
て
、
曲
に
合
わ
せ

て
み
ん
な
で
踊
り
ま
し
た
。
無

我
夢
中
で
ぎ
こ
ち
な
い
動
き
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
楽

し
い
ひ
と
時
で
、
参
加
者
か
ら

は
、
ま
た
、
続
け
て
や
り
た
い

と
い
う
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

コ
ス
モ
ス
園
花
ま
つ
り

市
ノ
瀬
公
民
館

　
10
月
20
日
、
市
ノ
瀬
小
山
河

川
敷
コ
ス
モ
ス
園
で
「
第
31
回
コ

ス
モ
ス
園
花
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
市
ノ
瀬

環
境
美
化
花
づ
く
り
推
進
実
行

委
員
会
で
、
公
民
館
も
参
画
し
、

中
心
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

河
川
敷
を
き
れ
い
に
保
つ
こ
と

を
目
的
に
活
動
し
て
い
て
、
コ
ス

モ
ス
を
育
て
て
美
化
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
各
団

体
の
協
力
の
下
「
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、

市
ノ
瀬
小
学
校

児
童
や
地
域
の

皆
さ
ん
で
す
。

　
開
会
式
の
あ

と
小
学
生
に
よ

る
交
通
安
全
標

語
と
俳
句
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
自
由
時
間
で
す
。
児
童

は
金
券
を
持
っ
て
自
由
に
お
店

や
コ
ー
ナ
ー
を
回
っ
て
い
ま
し

た
。
地
域
の
皆
さ
ん
も
コ
ス
モ

ス
を
鑑
賞
し
た
り
児
童
に
ま
ざ

っ
て
各
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　
十
分
遊
ん
だ
頃
に
集
合
の
合

図
。
場
所
を
広
場
に
移
し
て
児

童
に
よ
る
「
一
ノ
瀬
大
踊
り
」。

地
元
の
文
化
継
承
に
一
役
か
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
場
で
閉
会
式
を
し
、
お

楽
し
み
の
餅
ま
き
で
楽
し
い
ひ

と
時
が
終
わ
り
ま
し
た
。

明日はきっと筋肉痛！
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文
化
財
め
ぐ
り岩

田
公
民
館

　
10
月
５
日
参
加
者
22
名
で
文

化
財
め
ぐ
り
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
和
歌
山
市
和
歌
浦
の
紀
州
東

照
宮
と
和
歌
浦
天
満
宮
、
万
葉

館
（
片
男
波
）、
海
南
市
の
琴

ノ
浦
温
山
荘
園
を
訪
れ
ま
し

た
。

　
午
前
８
時
に
岩
田
公
民
館
を

出
発
し
、
紀
州
東
照
宮
に
９
時

30
分
に
到
着
し
語
り
部
さ
ん
と

合
流
、
紀
州
東
照
宮
の
木
々
に

覆
わ
れ
た
参
道
を
１
０
８
段
の

上
り
階
段
前
ま
で
、
語
り
部
さ

ん
の
案
内
を
聞
き
な
が
ら
移
動

し
ま
し
た
。

　
語
り
部
さ
ん
の
お
話
で
は

「
見
た
目
よ
り
急
で
は
な
い
で

す
」
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
階

段
は
急
勾
配
で
山
門
ま
で
上
が

る
の
に
息
が
切
れ
ま
し
た
。
紀

州
東
照
宮
は
、
紀
州
初
代
藩
主

で
あ
り
、
徳
川
家
康
の
第
10
子

徳
川
頼
宣
が
父
家
康
を
祀
る
た

め
に
１
６
２
１ (

元
和
７) 

年

に
創
建
し
た
権
現
造
の
神
社
。 

日
光
東
照
宮
と
同
様
、
絢
爛
豪

華
な
社
殿
内
に
は
左
甚
五
郎
作

の
緋
鯉
真
鯉
の
彫
刻
や
狩
野
探

幽
の
襖
絵
が
あ
り
ま
す
。
社
殿

を
取
り
巻
く
よ
う
に
彫
刻
が
配

置
さ
れ
大
変
立
派
な
も
の
で
し

た
。
階
段
の
下
り
に
は
少
し
緩

や
か
な
迂
回
路
も
用
意
さ
れ
て

い
た
の
で
そ
ち
ら
を
利
用
し
ま

し
た
。

　
次
に
和
歌
浦
天
満
宮
は
歩
い

　
市
ノ
瀬
地
区
に
あ
る
龍
松
山

城
跡
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。
こ
こ
は
、
令
和
３
年
に

県
指
定
文
化
財
（
史
跡
）
と
な

り
ま
し
た
。

　
お
城
と
い
っ
て
も
中
世
の
山

城
で
大
阪
城
や
姫
路
城
の
よ
う

な
天
守
閣
や
水
堀
な
ど
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
誰
の
お
城
だ
っ
た
か
と
い
う

と
、
中
世
に
紀
南
地
方
で
勢
力

を
振
る
っ
た
「
山
本
氏
」
の
本

城
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
本
氏
は
富
田
川
筋
（
上
富

田
町
・
鮎
川
・
富
田
）
や
田
辺

の
一
部
な
ど
を
支
配
し
て
い
ま

し
た
。

　『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
は
、「
朝

来
七
箇
村
富
田
荘
十
四
箇
村
栗

栖
川
四
番
田
邊
三
荘
萬
呂
村
…

を
領
す
と
あ
り
」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　
朝
来
七
箇
村
は
岩
田
郷
と
も

書
か
れ
、
岩
崎
村
、
朝
来
村
、

生
馬
村
、
岩
田
村
、
岡
村
、
市

ノ
瀬
村
、
鮎
川
村
を
い
い
ま
す
。

　
は
じ
め
は
南
朝
方
に
つ
い
て

活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

後
は
室
町
幕
府
の
奉ほ

う
こ
う
し
ゅ
う

公
衆
（
将

軍
直
属
の
軍
団
で
親
衛
隊
的
存

在
）
と
し
て
湯
河
氏
や
玉
置
氏

ら
と
共
に
四
番
衆
に
所
属
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
龍
松
山
城
の
名
の
由
来
は
、

二に

の

く

る

わ

曲
輪
大
手
（
城
の
表
口
）
に

老
松
が
あ
っ
て
龍
の
ご
と
く
横

に
這
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
名

が
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
山
本
氏
は
豊
臣
秀
吉
が
天
下

を
と
る
ま
で
約
２
５
０
年
間
こ

の
地
を
支
配
し
て
い
ま
し
た
。

※
「
山
本
氏
」
に
つ
い
て
興
味

の
あ
る
方
は
、
上
富
田
文
化

の
会
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る

上
富
田
文
化
財
　『
最
期
ま

で
秀
吉
に
は
む
か
っ
た
男 

市

ノ
瀬 

龍
松
山
城
主 

山
本
主

膳
正
保
忠
山
本
氏
』
増
刊
号

１
・
増
刊
号
２
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

て
５
分
ぐ
ら
い
の
距
離
に
あ
っ

た
の
で
、
徒
歩
で
の
移
動
と
な

り
ま
し
た
。
和
歌
浦
天
満
宮
も

急
な
階
段
が
あ
り
息
を
切
ら
し

山
門
ま
で
登
る
と
、
片
男
波
方

面
の
す
ば
ら
し
い
眺
望
が
目
に

飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　
和
歌
浦
天
満
宮
は
学
問
の
神

様
で
あ
る
菅
原
道
真
が
祀
ら

れ
、
大
宰
府
天
満
宮
、
北
野
天

満
宮
と
と
も
に
日
本
の
三さ

ん
か
ん
び
ょ
う

菅
廟

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
神
社
内

に
は
合
格
祈
願
の
絵
馬
が
多
数

奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

あ
と
万
葉
館
で
の
「
し
ら
す
御

膳
」
の
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。

万
葉
館
で
は
食
事
の
あ
と
館
内

の
見
学
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
　

　
午
後
は
、
海
南
市
の
琴
ノ
浦

温
山
壮
園
の

見
学
を
し
ま

し
た
。
主
家

に
つ
い
て
は

貸
し
切
り
で

見
学
が
で
き

ま
せ
ん
で
し

が
、
語
り
部

さ
ん
を
お
願

い
し
て
大
変

き
れ
い
な
庭

園
を
散
策
し

て
き
ま
し
た
。

　
琴
ノ
浦
温

山
荘
は
、
製
革
業
で
財
を
な
し

た
新
田
長
次
郎
が
築
い
た
別
荘

で
、
潮
入
の
池
泉
を
造
成
し
た

　
　
庭
園
内
に
、
各
建
物
が
配

　
　
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
帰
り
に
は
最
近
で
き
た

　
　
道
の
駅
「
海
南
サ
ク
ア
ス
」

　
　
に
寄
り
土
産
を
購
入
し
ま

　
　
し
た
。

　
　
　
今
回
の
文
化
財
め
ぐ
り

　
　
は
、
２
社
の
上
り
階
段
が

　
　
急
だ
っ
た
の
で
き
つ
い
も

　
　
の
で
し
た
が
、
無
事
に
午

　
　
後
４
時
30
分
に
岩
田
公
民

　
　
館
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
歴
史
・
文
化
・
民
俗
　
７

 

龍
り
ゅ
う
し
ょ
う
ざ
ん
じ
ょ
う

松
山
城

龍松山を望む

-------------------------------------
-------------------------------------
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※住所異動の手続きや住民票・戸籍等

の発行は行えません。

※手続きに必要なものは事前にお問い

合わせください。

問 住民課 住民・環境班 ( ①番窓口 ) ☎ 47–0550

マイナンバーカード　夜間窓口
時 12 月 26 日㊍  19 時まで
場 住民課（①番窓口）
内 マイナンバーカードの申請・受け取り
　  電子証明書の発行・更新
　  暗証番号の変更 など

※
受
験
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て

は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力

本
部
田
辺
地
域
事

務
所

☎
２
４
‐
６
２
１
９

令
和
６
年
度

    

自
衛
官
募
集
案
内
　

試 験 項 目 受 付 期 間 試　験　日 試 験 会 場

自　衛　官
候　補　生

1 月試験
1 月 9 日㊍

　まで

WEB 試験
（学科・適正）
1 月 12 日㊐
　　　　～ 15 日㊌
9 時～ 20 時の間

左記の期間内で都合の
良 い 日 時 に ス マ ー ト
フォンまたはタブレッ
ト等を使用してご自宅
等で受験ができます。

面接・身体検査
1 月 18 日㊏

自衛隊
和歌山地方協力本部
庁舎

　
気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
ご

家
庭
内
の
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー

が
凍
結
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

特
に
屋
外
の
散
水
栓
等
、
露
出

し
た
管
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
凍
結
防
止
に
は
、
管
へ
保
温

材
や
タ
オ
ル
を
巻
き
付
け
て
保

護
し
た
り
、
水
を
少
し
出
し
続

け
た
り
す
る
こ
と
が
有
効
で

す
。（
水
道
料
金
は
お
客
様
負

担
と
な
り
ま
す
。）

　
凍
結
し
た
場
合
に
は
、
自
然

に
溶
け
る
ま
で
待
つ
か
、
凍
っ

た
箇
所
に
タ
オ
ル
等
を
巻
き
付

け
て
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と

か
け
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯
は
水

道
管
が
破
裂
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
お
や
め
く
だ
さ
い
。

　
万
が
一
、
水
道
管
が
破
裂
し

た
場
合
に
は
、
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク

ス
内
に
あ
る
止
水
栓
を
閉
め
、

上
富
田
町
指
定
の
給
水
装
置
工

事
事
業
者
へ
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
工
事
事
業
者
に

つ
い
て
は
上
富
田
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
一
覧
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
露
出
し
た
水
道
管

か
ら
の
漏
水
は
、
減
免
の
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

問 

上
下
水
道
課
　
工
務
班
　

　
　
　
　（
⑬
番
窓
口
）

☎ 

４
７
‐
０
５
５
０
（
代
）

　
上
富
田
町
で
は
、
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ

普
及
広
報
事
業
「
令
和
６
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を

受
け
、
岩
田
地
区
町
内
会
連
合

会
で
、
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
で
購
入
し
た
備
品
は
、

今
後
、
町
内
会
活
動
の
さ
ら
な

る
発
展
の
一
助
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

〇
「
あ
っ
そ
de
え
き
な
か
マ
ル

シ
ェ
」
開
催

時 

12
月
19
日
㊍
13
時
～
16
時

（
※
毎
月
第
３
木
曜
日
に
同
時

　
刻
で
開
催
）

場 

Ｊ
Ｒ
朝
来
駅
構
内

内 

ス
イ
ー
ツ
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー

等
10
店
舗
ほ
ど
出
店

〇
「
お
さ
が
り
ひ
ろ
ば
」
常
設

　
こ
ど
も
用
品
を
０
円
～

１
０
０
円
で
お
譲
り
し
て
い
ま

す
。
小
さ
く
な
っ
た
衣
類
や
玩

具
を
み
ん
な
で
シ
ェ
ア
し
ま
し

ょ
う
！
使
わ
な
く
な
っ
た
子
ど

も
用
品
の
持
ち
込
み
も
大
歓
迎

で
す
。

〇
グ
ッ
ズ
・
お
土
産
の
販
売

　
ひ
ょ
う
た
ん
せ
ん
ぱ
い
グ
ッ

ズ
、
町
木
山
桃
商
品
、
一
八
桃

葉
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
、
上
富
田
町

の
お
土
産
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

〇
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
販
売

　
熊
野
や
ま
も
も
ジ
ュ
ー
ス
、

梅
ジ
ュ
ー
ス
、
お
に
ぎ
り
（
上

富
田
町
産
お
米
使
用
）
等
を
販

売
し
て
い
ま
す
。

問 

口
熊
野
か
み
と
ん
だ

観
光
案
内
所

☎
３
３
‐
９
６
１
０

宝
く
じ
助
成
事
業
で

備
品
を
購
入
し
ま
し
た

口
熊
野
か
み
と
ん
だ

観
光
案
内
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
道
管
の
凍
結
に

　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

宝くじ助成で購入した保冷温庫
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全
国
の
令
和
５
年
の
総
出
火

件
数
は
三
万
八
千
六
百
五
十
九

件
で
、
こ
の
う
ち
建
物
火
災
は

二
万
九
百
六
十
八
件
で
、
約

54
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
建
物
火
災
の
出
火
原
因
は
、

第
１
位
が
「
コ
ン
ロ
」、
第
２

位
が
「
た
ば
こ
」、第
３
位
が
「
電

気
機
器
」、
第
４
位
が
「
配
線

器
具
」
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
い
の
ち
を
守
る
４
つ
の
習
慣
と

６
つ
の
対
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
４
つ
の
習
慣
》

①
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
に
し
な
い
。

　
さ
せ
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や

　
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

③
コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
、
火

　
の
そ
ば
を
離
れ
な
い
。

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
ほ
こ
り
を

　
清
掃
し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ

　
は
抜
く
。

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
10
月
分
）

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
清
透
・
妙
子
）

（
直
人
・
由
佳
）

（
光
・
晴
香
）　

（
浩
義
・
理
紗
）

（
大
季
・
菜
月
）

朝

来

南
紀
の
台

上
富
田
町

南
紀
の
台

岡

山や
ま
が
た

　
　
雫
し
ず
く

坂さ
か
も
と元

　
蘭ら
ん
な七

杉す
ぎ
も
と本

　
星せ
い
な菜

福ふ
く
だ田

　
莞か
ん
す
け典

生い
く
も
と本

　
陽ひ
な菜

岩

田

朝

来

市
ノ
瀬

朝

来

岩

田

岩

田
岡

道
本
　
隆
夫

前
田
　
正
伸

山
本
　
幸
男

谷
口
惠
美
子

山
本
　
忠
利

田
中
　
舞
衣

石
垣
　
光
次

92
歳

70
歳

93
歳

80
歳

77
歳

34
歳

91
歳

前月比

総 数 15,704人 -1

男 性 7,513人 -1

女 性 8,191人 0

世帯数 7,582世帯 +10

上富田町の人口と世帯数
令和6年 10月末現在 髙

山
　
真
飛

小
川
　
実
怜

田
辺
市

南
紀
の
台

｛

竹
中
　
十
哉

山
﨑
　
夏
歩

朝

来

生

馬

｛

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日 

12
月
13
日
㊎

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分 

　

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

　
　
　
　
地
域
づ
く
り
課

☎ 

２
６
‐
７
９
１
０

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日 

12
月
17
日
㊋

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分
　

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

　
　
　
　 

総
務
福
祉
課

☎ 

２
６
‐
７
９
３
１

◆
税
目
　
　

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
６
期
）

　
固
定
資
産
税
　
　  

（
第
３
期
）

◆
納
期
限
　

　
１
月
６
日
㊊

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
延

滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課
　
収
納
班

　
　
　
　
　
　
　（
⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

《
６
つ
の
対
策
》

①
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、

ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
等
は
安

全
装
置
の
付
い
た
機
器
を
使

用
す
る
。

②
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期

的
に
点
検
し
、
10
年
を
目
安

に
交
換
す
る
。

③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、

衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、

住
宅
防
火

　
い
の
ち
を
守
る

　
　
　
10
の
ポ
イ
ン
ト

住
宅
火
災
の
予
防

田
辺
消
防
署

上
富
田
消
防
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

使
い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
は
、
避
難
経
路
と
避
難
方

法
を
常
に
確
保
し
、
備
え
て

お
く
。

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸

別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ

る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

緊
急
時
（
火
事
・
救
急
・
救
助
）
は
、

局
番
な
し
の
１
１
９
番
へ

問 

田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

　
☎
４
７
‐
０
１
１
９
へ

田辺市消防本部
YouTube

公式チャンネル
ぜひご覧ください！
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広
報
か
み
と
ん
だ

N
o.645

編
集 

発
行

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
上
富
田
町
朝
来
7
6
3
番
地 

上
富
田
町
役
場

電
話 
0
7
3
9-

4
7-

0
5
5
0（
代
表
）
F
A
X 

0
7
3
9-

4
7-

4
0
0
5

広
報
か
み
と
ん
だ

N
o.682

編
集 

発
行

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
上
富
田
町
朝
来
7
6
3
番
地 

上
富
田
町
役
場

電
話 
0
7
3
9-

4
7-

0
5
5
0（
代
表
）
F
A
X 

0
7
3
9-

4
7-

4
0
0
5

入場無料
（整理券不要）

主　催：上富田町人権推進委員会　　問合せ：上富田町役場　総務課財政・管財班　　☎0739－47－0550

人 権 啓 発 映 画 会

日本語字幕あり
映画当日、警報等が発表された時は、安全を優先するため、中止にする場合があります。その場合は、上富田町ホームページでお知らせします。

義
母
は
ま
さ
か
の
20
歳
!? 

39
歳
実
家
暮
ら
し
の
娘
に
、お
父
ち
ゃ
ん
が
再
婚
宣
言
！

噛
み
合
わ
な
い
共
同
生
活
に
、こ
の
家
族
ど
う
な
る
!?

日時：令和6年12月5日（木）
開場：18時30分　　上映：19時00分　　終演：21時00分（予定）

場所：上富田文化会館　文化ホール

©2024 映画「あまろっく」製作委員会


